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Ҩ఻ֶ研究室ࢠੜ෺෼֩ݪ
https://bsw�.naist.jp/maki/

৘ ใ ཧ ޻ ৘ ใ ੜ ໋ ό　Π　Φ όΠΦφϊ ෺ ࣭  ཧ ޻ ஌ ೳ ࣾ  ձ σ　ʔ　λ

（写真左から）
教授（݉೚）：∁໦　ത࢙ hiro@bs.naist.jp
准教授：ळ山　ণ広 akiZamam@bs.naist.jp
ॿ教：খྛ　࿨夫 ka[Vok@bs.naist.jp

えΒΕて͍るの͔に͍ͭてɺࢧ૊Έに࢓ຊతなجたͪの研究室Ͱ͸ɺήϊϜのਖ਼֬なෳ੡͕どのよ͏なࢲ
ήϊϜߏ଄の୯७なඍੜ෺を用͍て研究して͍ます。またɺ஧実なෳ੡と͸ٯにɺෆਖ਼֬なෳ੡による
ಥવมҟの発ੜとͦの཈੍のϓϩηスɺ͋る͍͸ɺࡎە߅の࡞用機ংͰ͋るνϛϯׇރによるࡉ๔ࢮͰ
ੜ͡るήϊϜෆ҆ఆੑ΋ɺඍੜ෺Ͱ研究して͍ます。

研究を始めるのに必要な知識・能力
　大学で生物の授業をडけていることが望ましいですが、ಛにόックάラウンυは問いません。また、ඍ生物を取りѻった経験も問い
ません。છ৭体ෳ製、あるいは、ಥવมҟやήϊムෆ҆ఆ性の研究にڵ味があり、意ཉのある方なら୭でもܴ׻します。

研究室の指導方針
　生໋の基本的問題にڧいڵ味を持つ学生に、研究者や社会ਓとして活躍できる基礎的な力をཆ͑る教ҭに全力を஫いでいます。また、
就職ر望の学生には、就職活動にे分配慮して研究ࢦಋを行います。

この研究で身につく能力
　材料としてඍ生物（大௎ە）を用いて、分子Ҩ఻学とήϊム生物学のख法を࢖ۦしながら多໘的な研究を精力的に推進しています。こ
れらを通じて、ඍ生物やDNAについての様々な実験ख技や解ੳ法を身につけることがग़来ます。また、教員の௚઀ࢦಋのݩで、それ
ͧれ独立した研究テーマで日々の研究を主体的に進めてもらうաఔで、プロジェクト遂行力をཆ͑ます。さらに、日々の成Ռについての
教員やଞの学生との議論を通じて、新たな課題を見ग़す力（問題発見力）、あるいは、その課題に対してどのように取り組め͹よいのか
。て行動する力（問題解決力）もཆ͑ます͑ߟ

修了生の活躍の場
　本研究室のଔ業生は、ඍ生物関܎にݶらず様々な業種に就職して活躍しています。ྩ࿨�೥度のमྃ生の就職先は、大௩製ༀと日ਗ਼
製คです。
　աڈのमྃ生の主な就職先はҎԼです。第一三共、大ਖ਼製ༀ、ా ล製ༀ、Ωッセイༀ品、Ξース製ༀ、ఇᅳ製ༀ、ϒリストϧ・マイϠーζ、
ϠンセンフΝーマ、ϊΤϏΞ、味の素、ԫࡩ、オリΤンタϧ߬฼、ϗクト、ϠマΩ、ઇҹメάミϧク、Ωϡーサイ、ত࿨産業、イーϐーΤス、
ே日工業、Ξζϫン、有ਓӉ஦システム、トϤタ自動車、ΩΞήン、౦༸๰、ώϡーマンリιシΞ、日本੺ेࣈ、ౡ௡製࡞所、඿দϗトχクス、
三ඛ化学、日本IB.、マπϞトΩϤシ、ژ౎大学、大阪大学、໊ݹ԰大学、国立がんセンター、国立Ҩ఻学研究所、ಸྑݝ立ҩ科大学、
環境科学技術研究所、์ࣹ線ҩ学૯合研究所、ژ౎産業大学、金୔ҩ科大学、ذෞ੟ಙ学Ԃ大学など。

研究内容
　ήϊϜෳ੡Ͱ͸ɺෳ੡։࢝఺Ͱܗ੒͞Εͨ:ܕࣈͷෳ੡ϑΥʔΫ͕ɺரܕ%/"্ΛҠಈ͠ͳ͕Β৽ੜ%/"Λ合੒͠· ɻͦ͢ͷͱ͖ɺ
ෳ੡ϑΥʔΫͷਐ行͸ɺછ৭ମ%/"্ͷ༷ʑͳཁҼʹΑͬͯ ৗʹ๦͛ΒΕ͍ͯ· ɻͦ͢ͷ્֐ཁҼ͸ɺ%/"ͷࣗવଛইɺ%/"ʹ݁合
ͯ͠ ͍Δ୿白࣭ɺసࣸ中ͷ3/"ϙϦϝϥʔθɺછ৭ମͷ高次ߏ଄ͳͲͰ ɻ͢͞ΒʹɺψΫϨΦνυͷܽ๡ʹΑΔ%/"合੒ͷ࣭جෆ଍΋ɺ
ෳ੡ϑΥʔΫͷਐ行Λ્͠֐· ɻ͢͜ ΕΒͷཁҼʹΑΔෳ੡ϑΥʔΫͷਐ行્֐͸ɺಥવมҟ΍ήϊϜෆ安ఆੑʹΑΔൃ͕Μ΍Ҩ఻࣬ױɺ
͋Δ͍͸ɺࡉ๔͕ܨʹࢮΓ· ɻ͢

（ ）̍ෳ੡ϑΥʔΫ͸ɺછ৭ମ্ΛͲͷΑ͏ʹਐ行ͯ͠ ͍Δͷ͔
·ೳ͸ɺ෼子ϨϕϧͰཧղ͕ਐΜͰ͍ػ本తͳجΕ͍ͯΔΑ͏ʹɺෳ੡ϑΥʔΫͰಇ͘ෳ੡߬ૉͷ͞ࡌهʹੜ෺ֶͷ教Պॻૅج　 ɻ͢
一ํɺʮෳ੡ϑΥʔΫ͕ɺ༷ʑͳෳ੡્֐ͷཁҼʹҲΕ͍ͯΔછ৭ମ্ΛͲͷ༷ʹಈ͍͍ͯΔ （͔ෳ੡ϑΥʔΫͷಈଶ）ʯ͸ɺಥવมҟ
΍ήϊϜෆ安ఆੑͷղ明ʹෆՄܽͰ͕͢ɺͦ ͷ全༰͸ඍੜ෺Ͱ΋真֩ੜ෺Ͱ΋明Β͔Ͱ͸͋Γ·ͤΜɻͪͨࢲ͸ɺછ৭ମͰͷෳ੡ϑΥʔ
ΫͷಈଶղੳΛɺ大௎ەΛ༻͍ͯඍੜ෺ͰॳΊͯՄೳʹ͠·ͨ͠ɻͦͯ͠ ɺછ৭ମ্ͷෳ੡ϑΥʔΫಈଶͷج本ݪཧͷղ明Λ໨ͯ͠ࢦ ɺ
͜ͷ৽͍͠ղੳ๏Λ͍ͯ͠ڀݚͯ͠࢖ۦ· ɻ͢·ͨɺෳ੡ϑΥʔΫಈଶͷҟৗʹΑͬͯ ൃੜ͢Δಥવมҟ΍છ৭ମҟৗʹ͍ͭ ɺͯͦͷ
ൃੜͱ཈੍ͷߏػ΋ͯ͠ڀݚ ͍· ɻ͢

（2）ψΫϨΦνυܽ๡ͷڥ؀ͰɺήϊϜෆ安ఆੑ͸ͲͷΑ͏ʹੜ͡Δͷ͔
　νϛϯͷٌծ（ׇރ）͸%/"ෳ੡Λ્͠֐ɺ真֩ੜ෺Ͱ΋ඍੜ෺Ͱ΋ɺࡉ๔͕ܶతʹੜଘྗΛফࣦ͢Δ ňνϛϯٌծࢮŉ Λੜ͡· ɻ͢
ҩྍݱ場Ͱ௕೥࢖ΘΕ͍ͯΔ͕߅Μ6'�5ࡎ（̑�ϑϧΦϩ΢ϥγϧ）΍ࡎە߅τϦϝτϓϦϜ͸ɺνϛϯ合੒Λ્ͯ͜͠֐ͷνϛϯٌծ
͸ԿΕͷੜ෺Ͱ΋ಾͰߏػͷࢮ๔ࡉΛ༠ಋ͠·͕͢ɺͦͷࢮ ɻ͢大௎ەͷνϛϯٌծͰ͸ɺෳ੡։࢝఺पลͷήϊϜྖҬ͕બ୒తʹ
ফࣦ͠· ɻ͔͢͠͠ɺ%/"合੒ͷ࣭جෆ଍ʹΑΔෳ੡્֐͸ήϊϜ全ൠͰ起͖ΔͷͰɺ͜ͷήϊϜফࣦ͸୯७ͳνϛϯෆ଍͚ͩͰ͸આ
明Ͱ͖·ͤΜɻͪͨࢲ͸ɺνϛϯෆ଍ʹґଘͯ͠ෳ੡ϑΥʔΫΛఀ͢ࢭΔήϊϜྖҬΛ͜ͷήϊϜফࣦ෦Ґʹൃ͠ݟɺνϛϯٌծࢮͷή
ϊϜෆ安ఆͱࡉ๔ࢮͷϝΧχζϜղ明Λ໨ͯ͠ࢦ ɺ͜ͷෳ੡ఀྖࢭҬΛղੳͯ͠ ͍· ɻ͢

研究設備
　֤種ഓཆ૷ஔ、DNA解ੳ૷ஔ、ݦඍڸ、分ޫޫ度ܭ、ԕ心機　など

研究業੷・共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
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